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ケレップ水制とは
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■ケレップ水制とは、粗朶と石で造られたオランダ式水制であり、明治改修（明治20年～45年）において新たに設けた低水路の固
定と流水の衝撃の緩和を目的に設置。

■設置後100年以上経過する中、改修工事により数は少なくなったものの、木曽川においては現在も61基現存しており、平成12年
には、土木学会選奨土木遺産※に指定。

※社団法人土木学会が、土木遺産の顕彰を通じて、歴史的土木構造物の保存に資することを目的として選奨する賞

ケレップ水制

●ケレップ水制はオランダ人技師のエッセンやデレイケらが我が国に
導入したもので、河岸から川の中央に向かって突き出した突堤。

●大部分が明治30年～32年に設置。

東海大橋



ケレップ水制群に点在するワンドの状況①
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■ケレップ水制群には、良好なワンドが形成されていたが、近年、樹林化の進行によりワンドの湿地環境が悪化するとともに、砂州の
減少が見られる。

樹林化の進行

平成24年昭和57年
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樹林化の進行



ケレップ水制群に点在するワンドの状況②
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樹林化の進行及び砂州の減少

昭和59年

平成21年

砂州の減少
樹林化の進行

立
田
大
橋

ケレップ水制群の植生等の変遷（木曽川右岸 立田大橋上流）

18.4k

18.4k

堤防よりケレップ水制群を望む
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樹林化の進行、砂州の減少要因
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■樹林化の進行要因としては、比高差の拡大が挙げられ、砂州の減少要因としては、水当たり部における側方侵食が挙げられる。

主な要因

平成21年

17.0k
18.6k

砂州の減少
樹林化の進行

18.6k 土砂の堆積 → 比高差の拡大 → 樹林化の進行

17.0k 水あたり部の形成 → 側方侵食 → 砂州の減少

立
田
大
橋



■このような中、現行の河川整備計画において、ケレップ水制群に点在するワンドの保全・再生について位置付けている。

第３章 河川の整備の実施に関する事項
第１節 第３項 河川環境の整備と保全に関する事項
１ 河川環境の整備と保全（抜粋）

下流域では、ケレップ水制群に点在する良好なワンド、カヤネズミ等が生息・繁殖するヨシ原、ヤマトシジミ等が生息・繁殖する
干潟などを保全しつつ、樹林化の進行により悪化したワンドの湿地環境や、ヨシ原、干潟の再生に努める。

現行河川整備計画における記載

現行河川整備計画における記載及び自然再生の今後の可能性
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観光振興や地域活性化への貢献（イメージ）

●インフラツーリズムとは、既存
のインフラ（ダム、トンネル、公
園等）や工事中の現場を観光
資源とするもの。

インフラツーリズム

●エコツーリズムとは、自然を観光資源として、当該自然観
光資源の保護に配慮しつつ、その知識を有する者から案
内等を受けるもの。

エコツーリズム

出典：環境省ホームページ

■しかしながら、良好な自然環境や魅力ある水辺空間を創出するだけでなく、創出したオープンスペースを活かすことで、観光振
興や地域活性化にも貢献していける可能性がある。



ケレップ水制群周辺の歴史的土木構造物
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■ケレップ水制群周辺には、数多くの歴史的な土木構造物が現存。

●宝暦治水※において締切に着手。
●薩摩藩士が千本の「日向松」の苗を

植えたと伝えられている。
●昭和15年、国の史跡に指定。

※江戸幕府が薩摩藩に命じた御手伝普
請（1753年～1754年）

ケレップ水制群周辺に位置する歴史的な土木構造物

薩摩藩の
工事箇所

明和年間（1764～1771年）の油島喰違堰絵図

油島締切堤（千本松原）

船頭平閘門

●明治時代に作られた閘門
で、現在も活躍する数少
ない貴重な土木構造物。

●平成12年、有形登録文
化財に指定。

●明治改修（明治20年～45年）における三川分離により、新堤
防が作られたことから、現在は水没する木曽川の旧左岸堤。

●干潮時に姿を現す。

木曽川の旧左岸堤（幻の堤防）

旧左岸堤

長
良
川→

木
曽
川→

油島締切堤(千本松原)

船頭平閘門

木曽川の旧左岸堤(幻の堤防)

ケレップ水制群



歴史的土木構造物の観光資源としての活用
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■インフラそのものが地域固有の観光資源として注目される中、全国各地でインフラを対象とした様々なツアーが実施されており、
木曽三川においても、船頭平閘門を観光船で見学するインフラツアーが実施されている。

■ケレップ水制群に点在するワンドの保全・再生により、良好な自然環境や魅力ある水辺空間を創出することで、エコツアーとして、
観光振興及び環境の保全に関する意識の啓発等の環境教育の推進を図っていくことも可能となる。

船頭平閘門を通過する木曽川観光船

インフラツーリズム・エコツーリズム

ケレップ水制群のエコツアー（イメージ）



良好な自然環境の創出 魅力ある水辺空間の創出（かわまちづくり支援制度）

観光振興・地域活性化への貢献①
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■歴史的な土木構造物を有するこの地域において、自然環境の保全・再生とともに、地域と一体となってまちと水辺が融合した良
好な空間形成を図っていくことで、観光振興や地域活性化に貢献していく必要がある。

良好な自然環境、魅力ある水辺空間の創出による観光振興・地域活性化への貢献

●ケレップ水制群に点在するワンドの保全・再生を図ること
で、良好な自然環境を創出する。

●なお、保全・再生したワンドの将来に向けた持続性を高
めていくため、川と地域社会の関わりについて深めてい
く取り組みを進めていく。

●地域の景観、歴史、文化及び観光基盤などの「資源」
や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村、民
間事業者及び地元住民と河川管理者の連携の下、実
現性の高い水辺の整備・利用に係る取組みに対し、河
川管理者が支援するもの。

●河川管理者は、ソフト施策のほか、まちづくりと一体と
なった治水上及び河川利用上の安全・安心に係る河
川管理施設の整備について支援可能。

ケレップ水制群の
保全・再生イメージ

インフラツーリズム、エコツーリズムなどを通じ、観光振興・地域活性化に貢献

美濃加茂市で実施中のかわまちづくりイメージパース



観光振興・地域活性化への貢献②
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ケレップ水制群周辺における観光振興・地域活性化への貢献（イメージ）

油島締切堤(千本松原)

船頭平閘門

木曽川の旧左岸堤(幻の堤防)

木曽三川公園センター

現行の観光船ルート

かわまちづくり
↓

「インフラツーリズム」ゾーンに
↓

観光振興・地域活性化

ワンドの保全・再生＋かわまちづくり
↓

「エコツーリズム」ゾーンに
↓

観光振興・地域活性化

ケレップ水制群



自然環境の将来に向けた持続性の向上
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■創出した良好な自然環境や魅力ある水辺空間については、その状態を持続していく必要がある。

■しかしながら、自然環境には不確実性があり、必ずしも想定したとおりの結果とはならず、従前より実施してきたヨシ原の再生箇所
においても、生息場として機能しつつあると考えられるものの、比高差の拡大等により、樹木等の進入が見られる事例も見受けら
れる。

■そのような中、定期的なモニタリングを実施しているところであるが、モニタリングにより得られた結果を活かしていくことが重要であ
るとともに、河川管理者のみならず、多様な分野の学識者や市民団体等と連携を図りつつ、川と地域社会の関わりについて深め
ていく取り組みを進めることで、自然環境の将来に向けた持続性を高めていく必要がある。

再生したヨシ原の状況（長良川右岸6.0k付近）

A地区

B地区

C地区
D地区

A地区

B地区

C地区

D地区

ヨシの被度

75～100％

50～ 75％

25～ 50％

0～ 25％

再生2年目（平成16年度） 再生14年目（平成28年度）

堤防よりB地区を望む（平成29年8月撮影）


